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6. Nb3Geの結晶成長パターンと超伝導特性との相関

渡 辺 邦 彦

高温高磁場超伝導体として知られるNb3Geの遷移温度の最高記録は23.6K,上部臨界磁場

の最高値はHc2(0)～37Tであり,基礎,応用両面で注目をあびている｡しかしながら, A

15型Nb3.Geの結晶構造は準安定状態であり,マグネット線材等-の実用化に至っていない｡

また逆にごの相不安定性こそが高いTcの原因だとも指摘されている0

結晶の準安定性が大きく現れる結晶成長パ ターンと,超伝導特性との相関を調べるために,

化学気相蒸着 (C∀D)法によりNb3Ge薄膜を作製した｡結晶成長の抑制の効果を調べる冬め,

従来の連続的CVD法と間欠的CVD法の結果を比較検討した｡

その結果は,試料は数種類の結晶成長パ ターンに分類できることがわか身 だも∴大.きく結晶が

成長し,成長方向もそろっていて,他の共存相も少なく単結晶に近いと考えられる試料では,

予想に反してTc｡nは比較的低く, 一方,結晶成長が不完全のように思えるネットワーク状結

晶で,Nb5Ge3を多量に含む試料の方が,Tc｡nは概 して高いという,従来の結晶成長のイメ

ージとは逆の結果が得られた｡このことはNb3Geでの高いTcを支配しているのは, グレイ

ン単位の結晶成長パ ターンではなく,もっと微視的な要因 (例えば,原子位置の微小変位,原

子の非調和振動等 )であること,結晶成長パターンは,その微視的不安定性を示すパラメータ

ーであることを示唆している｡

Tcと残留抵抗比 との関係にっいても,詳細な実験を行ない,結晶成長状態と関連させて議

論を行なった｡

7. Nb3Ge結晶の準平衡 ･非平衡下成長

とX線回折パターン

赤 崎 達 志

A-15型結晶構造のNb3Geは,現在,最高の超伝導遷移温度Tc≦ 23･6Kをもっている｡

このNb3Geの高いTcはこの結晶が準安定状態にあることに起因していると考えられている
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